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に日本人が置き棄ててこようとした最大の代物でした。それゆえ福沢諭吉

（1835-1901）による文明論的な日本社会の改造計画は、儒家的な「徳」に

よる社会から西洋近代の「智」による社会へと書き換えようとするもので

した。3「智」と「徳」とは分離され、外に向けての能動的知的作用として

の「智」の優位が確認されるのです。さらに福沢の申し子というべき丸山

真男（1914-96）によって朱子学における自然的思惟の解体から徂徠学にお

ける作為的思惟の成立へと、日本の近代的な思惟の成立過程が描き出され

ました。福沢や丸山の見方は多くの日本人に共感をもって迎えられ、その

見方は人びとに共有されていきました。こうした見方からすれば、「朱子

学と近代日本」との関係をあらためて問うような私の視点は倒錯以外の何

ものでもないといわれるでしょう。 

しかし福沢や丸山が描いていったものは日本の近代が実現すべき理念的

な姿であったといえます。あるいは彼らによって提示され、そして多くの

知識人に共有されていったものは日本近代化の理念であり、近代主義とい

うイデオロギーであったのです。実際、福沢の『文明論之概略』を読めば、

彼の日本文明化の提言が儒家的国家論や儒家道徳論のいわば明治的再生と

いうべき国体論や国民道徳論との激しい理論的抗争のうちになされたもの

であることが分かります。そして丸山の『日本政治思想史研究』はまさし

く昭和の超国家主義的国体論の批判を主眼として書かれたものでした。明

治初頭に福沢がその形成を危惧をもって見つめていた日本近代国家が、八

十年後の昭和に福沢が危惧したような国家として実現されていることを丸

山は眼前にしていたのです。丸山が目の前に見ていたのはどのような国家

だったでしょうか。 

丸山はその国家のイデオロギー的実体を分析し、「超国家主義の論理と

心理」4として発表し、敗戦後の日本言論界に大きな反響を呼び起こしまし

た。丸山がそこから超国家主義という思惟構造ないし心理的基盤を剔出し

                                                 
3 福沢の「智徳」論をめぐっては私の『福沢諭吉『文明論之概略』精読』（岩波現代文庫，

2005年）を参照されたい。 
4 「超国家主義の論理と心理」は敗戦の翌年一九四六年に創刊の雑誌『世界』（岩波書店）

の5月号に掲載された。『現代政治の思想と行動』所収（未来社，1964年）。 
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'# 私の論文「日本祭政一致的国家理念与其成立過程」（『清華学報』$$.)、)**$ 年%)月）を

参照されたい。#



���·EÄU’�È�6���•U˜�Î���Ç�Ç�?7m���·EÄU˜�Õ�SU’�f�j ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! "#!

!

い身分社会でしたが、学者の世界だけは出入り自由でした。だれでも学者

にはなれたのです。そのかわり学者は特別な社会的なステイタスをもって

いません。したがって儒学と支配階級との結びつきはそれほど強いもので

はなかったのです。朱子学が徳川幕府によって公認の学として認知され、

正学として儒学における正統性を得るのは一七九○年に至ってです。この

「寛政異学の禁」については後に触れます。もちろん儒学も徳川権力によ

る強い統制の下にありました。儒学によって政治批判や国家論的言説を展

開することは幕末の危機の時代にいたるまで許されないことでした。こう

した制約をもちながら儒学は日本近世社会において市中の学として、だれ

にも接近可能な学としてあったのです。そしてその儒学は基本的に朱子学

系の学問、私のいう朱子主義的な学問でした。 

なぜ朱子学なのか。その答えは簡単ではありません。さきにのべた朱子

学受容の歴史的な条件の外に、朱子学自体の理論的な特質が大きな理由を

なしていると考えるのは当然でしょう。朱子学あるいは宋学・理学と呼ば

れる思惟体系は、中国において展開された儒家、仏家や道家などの諸学・

諸思想の精錬された集約であり、集大成であると私は考えております。体

用論的な論理構成をもって成立する理気論的理論体系や性理論的思弁体系

は、日本という東方の辺土における朱子学的な思惟と知識の再構成を可能

にいたします。江戸初期の朱子学者林羅山（$%"&'$(%#）や山崎闇斎らの手

によって朱子学的思惟の再構成を可能にする基本書の普及、一般化がはか

られていきました。 

ところで日本のように文化的中心から離れた地域における学問・文化の

受容は、中心からの時差をともないます。明治の西洋文明の受容において

もそうでした。西洋啓蒙思想を半世紀の時差をもって受容する日本は、同

時代の反啓蒙思想をも同時に受容しました。江戸においてもそうでした。

近世日本は朱子学とともに朱子批判の学をも同時に明から受容いたします。

伊藤仁斎（$()#'$#*%）らの朱子批判の言説が早くから生ずるのはその故で

す。しかし近世日本の知識・学問は、この朱子批判派を含めて朱子学を前

提にし、それを基盤にして成立いたします。 
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四、一身にして二生を経る 

明治日本の文明論的な転換をめぐって福沢の「一身にして二生を経る」*

という言葉がしばしば引かれます。徳川社会にあって漢学的な教養をもっ

て自己形成した自分をいま西洋文明によって再形成しようとする体験を、

福沢はその言葉をもっていったのです。しかし「一身にして二生を経る」

体験を、彼ら明治啓蒙派の知識人だけがしたわけではありません。日本の

近代日本としての自己形成そのものが、「一身にして二生を経る」体験で

あったといえるでしょう。西洋文明をもって自己形成しようとしている近

代日本の前身は漢文明的な、あるいは漢学的な日本であったのです。知識

のあり方についていえば、日本の近代的知識の前身は朱子学的知識であっ

たのです。 

「御一新」という明治改革の標語が示すように、新たな文明社会の創造

への意欲によって己れの前身は忘却されていきました。国民の意識から徳

川封建国家が忘却されることによって近代日本という国民国家は成立した

のです。このことは近代日本がいかに前身である徳川日本の母斑を負って

いるのか、私たちの近代的な知識なり言語がいかに前身としての朱子学的

知識や言語に依存したものであるのかへを考えなくさせます。しかし考え

てみれば、私たちの近代的な知識や言語が朱子学的な知識や言語を前提す

ることなく、あたかも無からの創造のように創り出されるということはあ

りえないはずです。だが日本人はその前身を忘却することによって、近代

日本国民として自己を形成したのです。 

私はここでその忘却をいうことで、忘却された前身の復活なり再生を主

張しようとしているのではありません。私がいおうとするのは日本の近代

とは、その前身としての「漢学的」日本を前提にし、その刻印をもった近

代だということです。近代日本はこの刻印をもった日本的近代国家を成立

させたということです。ここで私が「日本的」をいうことは、先進西洋近
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収、岩波書店，#"$%年）で西の「物理」と「心理」との区別にかかわって、「社会秩序

を宇宙自然の秩序の一部として基礎づける朱子学の考えが、否定されることにほかなら

ない」といい、他方、「普遍的道理が存在するという観念、および道理を人間性によっ
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%"#益軒における朱子学の再構成による「一般的な知」の形成をめぐっては、やはり前掲論

文「日本朱子学究竟何事？」で私は詳しく論じている。参照されたい。#
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だが益軒のいう「博学」がただ経験知の拡大をいうものではないという

こともここで注意したいと思います。彼において「博学」は万物一体の

「仁」に裏付けられたものなのでした。「物」に至る知とは同時に「物」

を生かす愛でなければならなかったのです。また博く学ぶとは「私」の閉

鎖的な偏りを排して「公」を指向することでもありました。ここには益軒

にただ近代的な経験知の成立を見るものが見落とした重要な哲学的な問題

があります。 

西周における近代的概念の構成作業が己れの前身とともに前提にした朱

子学的な知とは、このような近世の「一般的な知」としてあったのです。

益軒らが用意するこの知的基盤なくして明治の近代知の形成はありえない

といえます。このことを確認すればするだけ一層、私のなかに日本の近代

知を「朱子学的近代知」とでも呼びたい衝動が生じてきます。 

七、朱子学と教学の体系化 

ここでさきに触れた近世後期の寛政という時代に行われた「寛政異学の

禁」13という幕府による学問統制についてのべておきたいと思います。一般

に「寛政異学の禁」は朱子学を正学とし、徂徠学などを異学として禁圧し

た幕府権力による学問思想統制と理解されてきました。しかしこの幕府の

布令を反動的な学問統制とする理解は、十八世紀末のこの時期が日本教育

史上で「教育の爆発」と呼ばれるような教育の広い普及と大きな発展の時

期であったこととそぐわないものでした。日本教育史の研究者たちは最近、

この幕府の布令を教学における統一性なり体系性を確立するためのものと

して理解する議論を展開しております。14 

「異学の禁」を実際に主導していったのは寛政正学派と呼ばれる儒家た

ちでした。彼らは地方の実際の社会的場面で、あらためて教化の学として

                                                 
13 「寛政異学の禁」は、江戸幕府老中松平定信によって遂行された幕政改革（寛政改革）

の一端をなすものであった。 
14 辻本雅史・沖田行司編『教育社会史』（新体系日本史16、山川出版社，2002年）。 
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の儒学の意義を再認識しながら朱子学の再興を唱えていった人々でした。

したがってその主張は社会的な教育、学校体系の確立の主張としてもなさ

れるものでした。正学派と強い結びつきをもった大坂懐徳堂の中井竹山

（1730-1804）は、幕府老中松平定信（1758-1829）に提出した『草茅危言』

で公的な学校設営論をのべています。さらに寛政正学派の中心人物であり、

広島藩における教学の確立にあたった頼春水（1746-1816）は、「君子の学

は統を知るを先と為す。学んで統無きは、学ばざるに如かざるなり」15と学

統論を展開しております。それは教育体系における教学的統一性と体系性

の主張でした。一国一藩が教学的な体系性をもつことの必要がいわれるの

です。私たちはここではじめて寛政正学派の主張が、なぜ幕政の中心から

「異学の禁」として発せられたかの理由をも理解するのです。「異学の

禁」とは、幕藩制国家の教学的な統一が正学＝朱子学によってなされねば

ならないことであるとともに、近世後期社会における教育の体系的な展開

がはかられることでもあったのです。したがって近世教育史は、「異学の

禁は、幕末にいたる近世後期の政治と学問（思想）と教育がかかわる大き

な枠組みをつくった政策であった」16とその意義をとらえていうのです。 

さらに正学として教学の中心に据えねばならない朱子学とは、彼ら正学

派にとって倫理・修身の学としてあったことにも注目する必要があります。

正学派とは反徂徠派でした。「先王の道は礼楽のみ」という徂徠が無視し、

貶めた「修身」の再興を彼ら正学派は新たな政治的、教学的な文脈のなか

で主張していったのです。それは倫理・修身の学としての朱子学を中心に

して教学の統一性と体系性とをはかることでした。そのことは同時に正学

を中心とした教学的枠組みのなかで歴史や文章の学が、また武術や算術が、

そして和学、洋学にいたる諸学術が包摂され、その学習が可能になること

でもあったのです。このように見れば、この「異学の禁」を含む寛政改革

の射程ははるかに近代に及ぶものであることが分かります。「修身」教科

                                                 
15 Bz�~���(EÄ�•@C���G�˜9t7c�)���(>A�y�fEÄ�ã@e�ï��
��)�,�È�(�U
º�Â	Î�ã�-���•�X�C�µ

�3 47�õ�ß�b
��ë�ô 1972�����ö  
16 �û;È�,�ò�;�—7��^�-�ö  
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♦ 責任編輯：林沛熙／王博玄。 
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